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国際化時代の日本の役割
まとめ
国際開発・国際協力や環境問題といった規範意識を、これまでの国際社会
が第一の国際的テーマとして議論してこなかった背景には、市場原理に基づ
く経済開発至上主義の考え方があったからである。開発途上国にとって貧困
問題に対処するためには、市場原理による経済の活性化は避けて通れない過
程である。しかし、これまでの日本の成長過程から勘案すれば、高度成長期
の後に到来した成熟社会が、望ましい社会になったとは誰しも思えない現実
がある。
日本が今日直面している社会問題は、市場原理に基づく経済の活性化のか
たわらで薄れてきた規範意識を要因とするものが多い。「市場原理」とは異な
る 「規範原理」がこれからの国際社会で必要とされる所以である。ここに日
本が果たすべき国際的役割があり、人類の未来にとって究極の課題といえる
人間の尊厳が尊重され、一人一人が安心して暮らせる 「人間の安全保障」を
これから求め続けていく上で、「市場原理」と「規範原理」の結びつきをあら
ためて見直し、国際開発 0国際協力や環境技術を軸とした、日本の存在感を
示す役割を前面に打ち出してほしいものである。
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